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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　香料、並びにタール系色素及び／又は天然系色素を配合した歯磨剤組成物であって、コ
ラーゲン化合物を含み、透明容器に収容されていることを特徴とする歯磨剤組成物。
【請求項２】
　更にシルク末を配合した請求項１記載の歯磨剤組成物。
【請求項３】
　さらにショ糖脂肪酸エステルを含み、該ショ糖脂肪酸エステルにおいてその脂肪酸部が
ヤシ油脂肪酸、ステアリン酸、パルミチン酸、ラウリン酸及びオレイン酸から選ばれる１
種もしくはこれらの混合物である、請求項１又は２記載の歯磨剤組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、日光暴露に伴う香料による変色・変臭を防止し、さらにはタール系色素あるい
は天然系色素を配合した場合にはその耐光性に優れる歯磨剤組成物に関し、更には透明容
器に収容されている当該歯磨剤組成物に関する。
【０００２】
【従来の技術】
香料は、食品や化粧品あるいは雑貨等多くの分野で頻用される添加剤で、その主な用途は
商品への香り付けである。このように商品に香りを付与することは、一般消費者の嗜好性
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を反映させる等の意義があり、当然のことながら歯磨剤組成物においても広く香料が配合
される。
一方、色素も汎用される添加剤の一つであり、製剤の着色剤として使用される。着色する
ことによって得られる利点としては、視覚的なイメージの向上や香料とのマッチングによ
る全体的なイメージの向上が挙げられ、歯磨剤組成物に色素を配合するケースも少なくな
い。特に、香味や清涼感を感覚的に高めるには適した添加剤であり、色素の配合は商品設
計上重要な位置付けとなる場合が多い。
そこで、嗜好性を考慮し、様々な香料を配合し、更にはタール系色素を配合した歯磨剤組
成物として、また、外観上の審美性に優れる歯磨剤組成物の外観を重視し、内容物の色調
が透けて見える透明容器の使用が試みられる。
【０００３】
しかしながら、歯磨剤組成物に単に香料を配合すると日光暴露による劣化が生じてしまい
、香料に起因した変色や変臭が現れる。また、比較的耐光性に優れるタール系色素を配合
した系においても経時的な退色がみられ、日光暴露に対して安定した歯磨剤組成物は得ら
れなかった。
一般に、日光暴露等の如く光の影響を回避する手段としては微粒子チタン等の光散乱剤、
オキシベンゾン等の紫外線吸収剤、あるいは酢酸トコフェロール等の抗酸化剤を配合する
ことで安定化を図られているが、未だ十分な効果が得られなかった。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、香料、又は、更に色素を配合して調製した歯磨剤組成物であって、透明容器に
収容した際にも光の影響による変色や変臭が抑制された、改良された歯磨剤組成物を提供
することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは上記目的を達成するために鋭意研究を重ねた結果、香料を配合した歯磨剤組
成物において、ショ糖脂肪酸エステル及び／又はコラーゲン化合物を配合することによっ
て、日光暴露に伴う劣化を防ぐことを見出し、更に色素を配合した系においても耐光性に
優れる歯磨剤組成物を見出し、本発明を完成させるに至った。
従って、本発明は香料を配合した歯磨剤組成物であって、劣化防止剤としてショ糖脂肪酸
エステル及び／又はコラーゲン化合物を含むことを特徴とする歯磨剤組成物に関する。本
発明はまた、更にタール系色素を配合した上記の歯磨剤組成物に関する。本発明はまた、
更に天然系色素を配合した上記の歯磨剤組成物に関する。本発明の好ましい実施態様では
、さらにシルク末を含有する歯磨剤組成物がある。これらの歯磨剤組成物は、透明容器に
収容した際に特にその作用効果を顕著に発揮することとなる。従って本発明はさらに、透
明容器に収容されている上記の歯磨剤組成物に関する。
【０００６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を詳細に説明する。
本発明でいう歯磨剤組成物とは、練歯磨剤、潤製歯磨剤、水歯磨剤、液状歯磨剤、液体歯
磨剤、洗口液、歯肉マッサージクリームなどを含む。さらにこれらの剤形は透明にも不透
明にも調製することができる。
本発明の歯磨剤組成物において用いる香料にはｌ－メントール、アネトール、メントン、
シネオール、リモネン、カルボン、メチルサリシレート、エチルブチレート、オイゲノー
ル、チモール、シンナミックアルデヒド、トランス－２－へキセナール、ヌートカン、オ
クチルアルデヒド、デシルアルデヒド、オクチルアルコール、ノニルアルコール、ゲラニ
オール、ノニルアルデヒド、ビサボレン、シトラール、リナロール、ミルセン等の成分、
グレープフルーツ油、スイートオレンジ油、ネロリ油、ビターオレンジ油、プチグレン油
、ベルガモット油、マンダリン油、ライム油、レモン油、ユズ油等の精油が含まれる。
例えばラフランス香料、ミント香料、シトラス香料、ピーチ香料、グレープフルーツ香料
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、ブラックミント香料、クリアミント香料、ハーブ香料、レモンミント香料、メロン香料
、ハーブミント香料、オレンジミント香料、ブルーミント香料、タージリンティー香料な
どと称されるものを使用することができる。
これらの香料の配合量としては、組成物全体に対して０．０１～１．０質量％用いること
が適当である。
【０００７】
本発明の歯磨剤組成物において用いるタール系色素は、赤色２号、赤色３号、赤色１０２
号、赤色１０４号の（１）、赤色１０５号の（１）、赤色１０６号、黄色４号、黄色５号
、緑色３号、青色１号、青色２号、赤色２０１号、赤色２０２号、赤色２０３号、赤色２
０４号、赤色２０５号、赤色２０６号、赤色２０７号、赤色２０８号、赤色２１３号、赤
色２１４号、赤色２１５号、赤色２１８号、赤色２２０号、赤色２２１号、赤色２２３号
、赤色２２５号、赤色２２６号、赤色２２７号、赤色２２８号、赤色２３０号の（１）、
赤色２３０号の（２）、赤色２３１号、赤色２３２号、橙色２０１号、橙色２０３号、橙
色２０４号、橙色２０５号、橙色２０６号、橙色２０７号、黄色２０１号、黄色２０２号
の（１）、黄色２０２号の（２）、黄色２０３号、黄色２０５号、緑色２０１号、緑色２
０２号、緑色２０４号、緑色２０５号、青色２０１号、青色２０２号、青色２０３号、青
色２０４号、青色２０５号、褐色２０１号、紫色２０１号等の色素を包含し、その中でも
赤色２２６号、黄色４号、青色１号、橙色２０４号、緑色３号が好ましい。これらのター
ル系色素は、歯磨剤組成物全体に対して０．００００１～０．１質量％の範囲から適宜選
択して用いることが適当である。
【０００８】
本発明の歯磨剤組成物に使用する天然系色素としては、ベニバナ黄、ベニバナ赤、クチナ
シ黄、クチナシ青、β－カロチン、パプリカ色素、コチニール、シコニン、ラッカイン酸
、ウコンエキス、銅クロロフィリンナトリウム、水溶性アナトー、イカスミ末、カラメル
、グアイアズレンなどがある。中でも、β－カロチン、銅クロロフィリンナトリウム、リ
ボフラビン、カラメル、グアイアズレンが好ましく使用できる。これらの天然系色素は、
歯磨剤組成物全体に対して０．０００１～１．０質量％の範囲から適宜選択して用いるこ
とが適当である。
【０００９】
　本発明の歯磨剤組成物に用いるショ糖脂肪酸エステルは、脂肪酸部がヤシ油脂肪酸、ス
テアリン酸、パルミチン酸、ラウリン酸、オレイン酸等の１種もしくはこれらの混合物で
あり、モノエステルとジ・トリエステルの組成が重量比で１：９～９：１の混合物である
ものを用いることができる。このようなショ糖脂肪酸エステルは市場で市販されており、
例えば第一工業製薬(株)製のＤＫエステルＳ－Ｌ１８Ａ、ＤＫエステルＳＳ、ＤＫエステ
ルＳ－１６０などがある。
　上記ショ糖脂肪酸エステルの配合量は、組成物全体の０．０１～１０質量％が適当であ
り、好ましくは０．０５～５質量％である。
【００１０】
本発明の歯磨剤組成物に用いるコラーゲン化合物としては、水溶性コラーゲン、不溶性コ
ラーゲン、これらの加水分解物、及びそれらの誘導体や塩などの１種又は２種以上を用い
ることができる。更に具体的には、哺乳類、鳥類、魚類より抽出精製した水溶性コラーゲ
ン、不溶性コラーゲンが使用でき、これらを酵素処理、加水分解等して得られる、アテロ
コラーゲン、加水分解コラーゲンペプタイドも好適に使用することができる。更に、これ
らコラーゲン化合物に脂肪酸等を付加した誘導体も好適に使用することができる。
上記コラーゲン化合物の配合量は、組成物全体の０．００１～５質量％が適当であり、好
ましくは０．００５～３質量％である。
本発明の歯磨剤組成物には、ショ糖脂肪酸エステルを１種以上、又はコラーゲン化合物を
１種以上、又はショ糖脂肪酸エステルとコラーゲン化合物を併用してもよい。
【００１１】
本発明の歯磨剤組成物には、シルク末を含めてＵＶ吸収効果を高めることができる。
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シルク末は、カイコの繭から得られる絹繊維を構成する蛋白質であるフィブロインの粉末
である。絹繊維の主成分はフィブロインで、その外側をセリシンが覆っている。シルク末
は化粧料の成分として市販されていて、本発明では市販品を使用することができる。
歯磨剤組成物におけるシルク末の配合量は、組成物全体の０．００１～３質量％が適当で
あり、好ましくは０．００５～２．５質量％である。
【００１２】
本発明の歯磨剤組成物にはその種類に応じて、上記成分に加えて、必要により以下の成分
を通常の使用量の範囲で配合することができる。
＜湿潤剤＞
グリセリン、ソルビット液、キシリトール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコ
ール、1,3-ブチレングリコール、ポリエチレングリコール、マルチトール等から選ばれる
多価アルコールの１種又は２種以上を併用して用いることができる。上記湿潤剤の配合量
は組成物全体の３５～９０質量％配合することが好ましく、より好ましくは５０～８５質
量％である。
【００１３】
＜研磨剤＞
シリカゲル、沈降性シリカ、火成性シリカ、アルミノシリケート、ジルコノシリケート、
無水ケイ酸、含水ケイ酸等のシリカ系研磨剤、第二リン酸カルシウム二水和物、第二リン
酸カルシウム無水和物、ピロリン酸カルシウム、水酸化アルミニウム、ヒドロキシアパタ
イト、アルミナ、軽質炭酸カルシウム、重質炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、ケイ酸
ジルコニウム、合成樹脂系研磨剤などが挙げられ、これらのうち１種または２種以上を併
用して用いることができる。上記研磨剤の配合量は、組成物全体に対して１～３０質量％
が好ましく、より好ましくは３～２０質量％である。
【００１４】
＜粘結剤＞
カラギーナン（ι、λ、κ）、アルギン酸、アルギン酸ナトリウム、アルギン酸プロピレ
ングリコールエステル、カルシウム含有アルギン酸ナトリウム、アルギン酸カリウム、ア
ルギン酸カルシウム、アルギン酸アンモニウム等のアルギン酸塩及びその誘導体、ポリビ
ニルピロリドン、キサンタンガム、グァーガム、ゼラチン、寒天、カルボキシメチルセル
ロースナトリウム、ヒドロキシエチルセルロース、ポリアクリル酸ナトリウムなどが挙げ
られ、これらのうち１種または２種以上を併用して用いることができる。
【００１５】
＜発泡剤＞
ラウリル硫酸ナトリウム、ラウロイルサルコシンナトリウム、アルキルスルホコハク酸ナ
トリウム、ヤシ油脂肪酸モノグリセリンスルホン酸ナトリウム、α-オレフィンスルホン
酸ナトリウム、N-アシルグルタメート等のN-アシルアミノ酸塩、2-アルキル-N-カルボキ
シメチル-N-ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン、ポリグリセリン脂肪酸エステ
ル、脂肪酸ジエタノールアミド、ポリオキシエチレンソルビタンモノステアレート、ポリ
オキシエチレン硬化ヒマシ油、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル等が挙げられ、これら
のうち１種または２種以上を併用して用いることができる。
【００１６】
＜甘味剤＞
サッカリンナトリウム、アスパルテーム、ステビオサイド、ステビアエキス、パラメトキ
シシンナミックアルデヒド、ネオヘスペリジルジヒドロカルコン、ペリラルチン等。
【００１７】
＜防腐剤＞
メチルパラベン、エチルパラベン、プロピルパラベン、ブチルパラベン等のパラベン類、
安息香酸ナトリウム、フェノキシエタノール、塩酸アルキルジアミノエチルグリシン液等
。
【００１８】
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＜有効成分＞
塩化リゾチーム、モノフルオロホスフェート、フッ化ナトリウム、フッ化カリウム、ヒノ
キチオール、アスコルビン酸、クロルヘキシジン塩類、トリクロサン、イソプロピルメチ
ルフェノール、塩化セチルピリジニウム、塩化ベンザルコニウム、塩化ベンゼトニウム、
ビサボロール、酢酸トコフェロール、ε－アミノカプロン酸、トラネキサム酸、アルミニ
ウムヒドロキシルアラントイン、乳酸アルミニウム、ジヒドロコレステロール、グリチル
レチン酸、グリチルリチン酸塩類、銅クロロフィリン塩、塩化ナトリウム、グァイアズレ
ンスルホン酸塩、デキストラナーゼ、塩酸ピリドキシンなどを１種または２種以上を配合
することができる。
【００１９】
＜その他＞
　酸化チタン，雲母チタン等の顔料、カラメル等の着色剤，ジブチルヒドロキシトルエン
等の酸化防止剤、エデト酸塩等のキレート剤、チャエキス、チャ乾留液、グルタミン酸ナ
トリウム等の矯味剤など。
【００２０】
本発明の歯磨剤組成物は、その剤形の種類に応じて常法に従って製造することができて、
製法は特に限定されるものではない。
例えば、練歯磨剤であれば、無水ケイ酸、濃グリセリン、ソルビット液、並びに通常用い
られる歯磨剤組成物の成分を攪拌機で混合攪拌した後、減圧脱泡することにより得られる
。
本発明の歯磨剤組成物を収容する容器は特に限定されるものではない。歯磨剤組成物の美
的な外観を発揮させる観点からは、透明容器に収容することが好ましい。透明容器として
は例えば低密度ポリエチレン、高密度ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル、
ポリスチレン、ポリカーボネート、ポリエステルなどから形成される透明チューブ、透明
ポット、ガラス瓶、プラスチックボトルなどを使用することができる。
【００２１】
【発明の効果】
本発明の歯磨剤組成物は、香料、または香料とタール系色素類を配合した場合に見られる
、日光暴露に伴う組成物の変色・変臭が防止されている。したがって、歯磨剤組成物にお
いて香料、又は香料とタール系色素類を配合しつつ、透明容器に収容した場合にも優れた
耐光性を発揮することができる。
【００２２】
【実施例】
以下、試験例及び実施例により、本発明をさらに詳細に説明するが、本発明は下記の実施
例に制限されるものではない。なお、下記の例に示す％は質量％を意味する。
＜安定性試験＞
表１に示す添加剤を配合して以下に示す組成の透明の練歯磨剤を常法に準じて調製し、透
明チューブに充填した後、日光暴露で１ヶ月保存した。また、標準品には、同練歯磨剤を
遮光チューブに充填し、冷温保存(約５℃)したものを使用した。１ヶ月後、厚さ３ｍｍの
ガラス板の上に被験試料及び標準品をそれぞれチューブから押し出し、これらの保存品に
つき、下記の評価基準に基づいて、香り、着色及び退色についての官能評価を行った。
【００２３】
練歯磨剤
配合成分　　　　　　　　　　　配合量(全量１００質量％とする)
香料　　　　　　　　　　　　　表１参照
タール系色素　　　　　　　　　表１参照
コラーゲン化合物　　　　　　　表１参照
ショ糖脂肪酸エステル　　　　　表１参照
無水ケイ酸　　　　　　　　　　１０．０
濃グリセリン　　　　　　　　　２５．０



(6) JP 4545271 B2 2010.9.15

10

20

ソルビット液　　　　　　　　　４０．０
カルボキシメチルセルロースナトリウム　　　　　　 １．０
ステビアエキス　　　　　　　　　０．０５
ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　１．０
エチルパラベン　　　　　　　　　０．１
精製水　　　　　　　　　　　　　残部
【００２４】
「評価基準」
１）香り：歯磨の香りを嗅覚的に評価
◎・・・・・全く変臭しない。
○・・・・・ほとんど変臭しない。
△・・・・・僅かに変臭している。
×・・・・・明らかに変臭している。
２）着色：チューブから押し出した中身の外観を目視的に評価
◎・・・・・全く着色していない。
○・・・・・ほとんど着色していない。
△・・・・・僅かに着色している。
×・・・・・明らかに着色している。
３）退色：チューブから押し出した中身の外観を目視的に評価
◎・・・・・全く退色していない。
○・・・・・ほとんど退色していない。
△・・・・・僅かに退色している。
×・・・・・明らかに退色している。
【００２５】
【表１】
各添加剤とその配合量（％）
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官能評価の結果を以下の表２にまとめる。
【表２】
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＊１：やや薄い青色、但し、比較しなければわからない程度。
＊２：やや黄色がかった赤色、但し、比較しなければわからない程度。
【００２７】
また、下記の配合に従って、表３に示す添加剤を加えて練歯磨剤組成物を調製し、上記実
施例１～４と同様に試験を行い、評価を行った。
【００２８】
練歯磨剤
配合成分　　　　　　　　　　　配合量(全量１００質量％とする)
香料　　　　　　　　　　　　　表３参照
天然系色素　　　　　　　　　　表３参照
コラーゲン化合物　　　　　　　表３参照
ショ糖脂肪酸エステル　　　　　表３参照
シルク末　　　　　　　　　　　表３参照
無水ケイ酸　　　　　　　　　　１０．０
濃グリセリン　　　　　　　　　２５．０
ソルビット液　　　　　　　　　４０．０
カルボキシメチルセルロースナトリウム　　　　　　 １．０
ステビアエキス　　　　　　　　　０．０５
ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　１．０
エチルパラベン　　　　　　　　　０．１
精製水　　　　　　　　　　　　　残部
【００２９】
【表３】
各添加剤とその配合量（％）
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【００３０】
官能評価の結果を以下の表４にまとめる。
【表４】

【００３１】
以上の実験結果から、本発明による練歯磨剤は経時安定性に優れていることが判る。また
、下記に示す実施例８～２２の練歯磨剤についても上記の実験を行ったところ、すべて上
記実施例と同様の結果が得られた。以下、実施例８～２２の練歯磨剤の組成を示す。配合
量の単位は質量％である。
【００３２】
【実施例８】
無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　８．０
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濃グリセリン　　　　　　　　　　　　　２５．０
ソルビット液　　　　　　　　　　　　　５０．０
キシリトール　　　　　　　　　　　　　　２．０
カルボキシメチルセルロースナトリウム　　 　　　　　　　　１．０
サッカリンナトリウム　　　　　　　　　　０．０３
ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　０．５
ショ糖脂肪酸エステル(DKエステルS-160）　０．１
グレープフルーツ香料　　　　　　　　　　０．５
黄色４号　　　　　　　　　　　　　　　　０．００１５
加水分解コラーゲン液　　　　　　　　　　０．０１
塩化セチルピリジニウム　　　　　　　　　０．０５
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　　　　
計　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００３３】
【実施例９】
無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　１５．０
濃グリセリン　　　　　　　　　　　　　１０．０
ソルビット液　　　　　　　　　　　　　３５．０
キシリトール　　　　　　　　　　　　　　１．０
カルボキシメチルセルロースナトリウム　　 　　　　　　　　１．０
ステビアエキス　　　　　　　　　　　　　０．０５
ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　１．０
ショ糖脂肪酸エステル(DKエステルS-160）　０．５
ミント香料　　　　　　　　　　　　　　　０．７
カラメル　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
加水分解コラーゲン液　　　　　　　　　　０．０２
塩化セチルピリジニウム　　　　　　　　　０．０５
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　　　
計　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００３４】
【実施例１０】
無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
含水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　１０．０
濃グリセリン　　　　　　　　　　　　　　１０．０
ソルビット液　　　　　　　　　　　　　　４０．０
キシリトール　　　　　　　　　　　　　　　１．０
カルボキシメチルセルロースナトリウム　　　１．０
アスパルテーム　　　　　　　　　　　　　　０．０５
ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　１．０
ショ糖脂肪酸エステル(DKエステルSS)　　　　０．５
ブラックミント香料　　　　　　　　　　　　１．０
チタン・酸化チタン焼結物　　　　　　　　　０．０５
アテロコラーゲン　　　　　　　　　　　　　０．０１
フッ化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　０．１
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　　　
計　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００３６】
【実施例１２】
無水ケイ酸　　　　　　　８．０
濃グリセリン　　　　　２０．０
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ソルビット液　　　　　５０．０
キシリトール　　　　　　２．０
カルボキシメチルセルロースナトリウム　　 １．２
ステビアエキス　　　　　０．０５
ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油　　 １．０
ハーブ香料　　　　　　　０．５
青色１号　　　　　　　　０．０００２
黄色４号　　　　　　　　０．０００５
加水分解コラーゲン液　　０．００５
イソプロピルメチルフェノール　　　　０．０２
水　　　　　　　　　　　残　　　　　
計　　　　　　　　　１００．０
【００３７】
【実施例１３】
沈降性シリカ　　　　　　　　　　　　　１０．０
含水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　５．０
濃グリセリン　　　　　　　　　　　　　１５．０
ソルビット液　　　　　　　　　　　　　３５．０
キシリトール　　　　　　　　　　　　　　３．０
カルボキシメチルセルロースナトリウム　　 　　　　　　　　１．２
サッカリンナトリウム　　　　　　　　　　０．０３
２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル
－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン　　　　　　　３．０
ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　１．０
ショ糖脂肪酸エステル(DKエステルS-L18A)　０．８
レモンミント香料　　　　　　　　　　　　１．０
加水分解コラーゲン液　　　　　　　　　　０．１
酢酸トコフェロール　　　　　　　　　　　０．１
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　　　
計　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００３８】
【実施例１４】
無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　６．０
濃グリセリン　　　　　　　　　　　　　２５．０
ソルビット液　　　　　　　　　　　　　５８．０
プロピレングリコール　　　　　　　　　　２．０
ヒドロキシエチルセルロース 　　　　　　 １．０
サッカリンナトリウム　　　　　　　　　　０．０３
ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　０．５
ショ糖脂肪酸エステル(DKエステルS-L18A)　１．０
メロン香料　　　　　　　　　　　　　　　１．０
緑色３号　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
水溶性コラーゲン　　　　　　　　　　　　３．０
塩化セチルピリジニウム　　　　　　　　　０．０５
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　　　
計　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００３９】
【実施例１５】
含水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　１５．０
無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　５．０
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濃グリセリン　　　　　　　　　　　　　１５．０
ソルビット液　　　　　　　　　　　　　４０．０
マルチトール　　　　　　　　　　　　　　１．０
キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　１．０
ステビアエキス　　　　　　　　　　　　　０．０３
ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油　 　　　　　　　　　１．０
ショ糖脂肪酸エステル(DKエステルS-160）　５．０
ラフランス香料　　　　　　　　　　　　　０．０１
青色１号　　　　　　　　　　　　　　　　０．００００１
グリチルレチン酸　　　　　　　　　　　　０．０５
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　　　
計　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００４０】
【実施例１６】
含水ケイ酸　　　　　　１０．０
無水ケイ酸　　　　　　　７．０
濃グリセリン　　　　　３５．０
マルチトール　　　　　　５．０
キサンタンガム　　　　　１．０
ステビアエキス　　　　　０．０３
ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油　 　１．０
加水分解コラーゲン液　　３．０
ピーチ香料　　　　　　　０．８
赤色２２６号　　　　　　０．００１
グリチルリチン酸　　　　０．１
水　　　　　　　　　　　残　　　　
計　　　　　　　　　１００．０
【００４１】
【実施例１７】
リン酸水素カルシウム　　　　　　　　　２０．０
濃グリセリン　　　　　　　　　　　　　１５．０
ソルビット液　　　　　　　　　　　　　３０．０
キシリトール　　　　　　　　　　　　　　２．０
カルボキシメチルセルロースナトリウム　　　　　　　　　　 １．２
ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　１．５
ショ糖脂肪酸エステル(DKエステルS-160)　 ０．５
メロン香料　　　　　　　　　　　　　　　０．５
緑色３号　　　　　　　　　　　　　　　　０．０００８
加水分解コラーゲン液　　　　　　　　　　０．０１
塩化セチルピリジニウム　　　　　　　　　０．０５
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　　
計　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００４２】
【実施例１８】
炭酸カルシウム　　　　　　　　　　　 １８．０
含水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　 １２．０
濃グリセリン　　　　　　　　　　　　 １０．０
ソルビット液　　　　　　　　　　　　 ３５．０
カルボキシメチルセルロースナトリウム　　　　　　　 　　 １．０
アスパルテーム　　　　　　　　　　　　 ０．５
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ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　 １．２
ショ糖脂肪酸エステル(DKエステルSS)　　 ０．５
レモンミント香料　　　　　　　　　　　 １．０
黄色４号　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０００５
トリクロサン　　　　　　　　　　　　　 ０．０５
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　　
計　　　　　　　　　　　　　　　　 １００．０
【００４３】
【実施例１９】
無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　９．０
濃グリセリン　　　　　　　　　　　　　２５．０
ソルビット液　　　　　　　　　　　　　５０．０
キシリトール　　　　　　　　　　　　　　１．０
カルボキシメチルセルロースナトリウム　　 　　　　　　　　１．０
サッカリンナトリウム　　　　　　　　　　０．０５
ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　０．５
ショ糖脂肪酸エステル　　　　　　　　　　０．１
グレープフルーツ香料　　　　　　　　　　０．５
リボフラビン　　　　　　　　　　　　　　０．００５
シルク末　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
加水分解コラーゲン液　　　　　　　　　　０．０１
β－グリチルレチン酸　　　　　　　　　　０．０５
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　　　
計　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００４４】
【実施例２０】
無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　７．０
含水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　１５．０
濃グリセリン　　　　　　　　　　　　　１０．０
ソルビット液　　　　　　　　　　　　　３０．０
キシリトール　　　　　　　　　　　　　　１．０
キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　１．０
アスパルテーム　　　　　　　　　　　　　０．０５
ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　１．０
ショ糖脂肪酸エステル　　　　　　　　　　０．５
オレンジミント香料　　　　　　　　　　　１．０
β－カロチン　　　　　　　　　　　　　　０．０２
アテロコラーゲン　　　　　　　　　　　　０．０１
フッ化ナトリウム　　　　　　　　　　　　０．１
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残　　　　
計　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００４５】
【実施例２１】
無水ケイ酸　　　　　　　８．０
濃グリセリン　　　　　２０．０
ソルビット液　　　　　５０．０
キシリトール　　　　　　２．０
カラギーナン　　　　　　１．２
ステビアエキス　　　　　０．０５
ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油　　 １．０
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ブルーミント香料　　　　０．５
グアイアズレン　　　　　０．０１
加水分解コラーゲン液　　０．００５
イソプロピルメチルフェノール　　　　０．０２
水　　　　　　　　　　　残　　　　　
計　　　　　　　　　１００．０
【００４６】
【実施例２２】
含水ケイ酸　　　　　　　　　２０．０
無水ケイ酸　　　　　　　　　　５．０
濃グリセリン　　　　　　　　１５．０
ソルビット液　　　　　　　　３５．０
マルチトール　　　　　　　　　１．０
キサンタンガム　　　　　　　　１．０
ステビアエキス　　　　　　　　０．０３
ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油　　 　　　１．０
ショ糖脂肪酸エステル　　　　　３．０
シルク末　　　　　　　　　　　０．１
ハーブミント香料　　　　　　　０．４
銅クロロフィリンナトリウム　　０．０１
グリチルレチン酸　　　　　　　０．０５
水　　　　　　　　　　　　　　残　　　　　
計　　　　　　　　　　　　１００．０
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